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鹿
島
分
館
は
、
県

内
で
初
め
て
恐
竜
化

石
が
発
見
さ
れ
話
題

と
な
っ
た
甑
島
の
鹿

島
町
に
あ
り
ま
す
。

　

鹿
島
分
館
で
は
、

「
地
域
一
体
型
の
図

書
館
」を
目
指
し
て
、

乳
幼
児
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
読
み
聞
か
せ

活
動
や
新
着
本
の
案

内
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た「
図
書
館
だ

よ
り
」を
毎
月
発
行
し
、
最
新
の
情
報
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
憩
い
の
場

と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
図
書
館
を
開
放
し
て

お
り
、
年
々
、
利
用
者
お
よ
び
貸
出
冊
数
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
書
架
の
す
ぐ
隣
の
恐
竜
化
石
の
常
設
展
示

場
に
は
、
鹿
島
町
で
発
見
さ
れ
た
白
亜
紀
の
恐
竜
の

歯
の
化
石

（
レ
プ
リ
カ
）

を
は
じ
め
多

く
の
化
石
が

並
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
太

古
の
時
代
に

タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
不
思

議
な
気
分
に

な
れ
る
図
書

館
で
す
。

▲読み聞かせ活動 ▲館内の様子
School

魅力いっぱい！私の学校

V　Ｏ　Ｉ　Ｃ　Ｅ

平
佐
西
小
学
校

創
立
１
３
９
年　

校
訓｢

す
な
お
な
子　

よ
く
考
え
る
子　

ね
ば
り
強
い
子
」

　本校は、明治５年の創立当初から、世に先駆けて英語教育に取
り組んできた進取の気風と、里

さと

見
み

弴
とん

の「慈
じ

眼
がん

観
かん

」（慈しみの心で教
え育む）の精神を誇りにして、地域の方々の温かいご支援の下、
豊かな教育的風土を生かした「平佐西小ならでは」の教育の創造に
向け、全校一丸となって頑張っています。

平佐西小学校

　

本
市
文
化
の
発
祥
地
で
あ
る
平

佐
城
址あ
と

に
建
つ
本
校
は
、
創
立
１

３
９
年
を
迎
え
、
伝
統
を
重
ん
じ

る
気
風
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ｒ
川
内
駅
東
口
に
面
し
交
通
の
利

便
性
が
よ
く
、
近
く
に
は
大
学
も

立
地
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
人
口

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
現
在
児
童

数
９
０
０
人
、
29
学
級
で
す
。

　

本
校
は
、
Ｈホ

ー

プ

Ｏ
Ｐ
Ｅ（
児
童
の

限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
る
心
・

希
望
）を
基
盤
に
、
Ｈヘ

ッ

ド

Ｅ
Ａ
Ｄ（
確

か
な
学
力
）、
Ｈハ

ー

ト

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ（
豊
か

な
心
）、
Ｈヘ

ル

ス

Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｈ（
た
く
ま

し
い
体
・
気
力
）を
培
う「
４
Ｈ
の

教
育
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
】

① 
英
語
教
育
の
充
実

　

平
成
10
年
に
文
科
省
・
県
な
ど

か
ら
研
究
指
定
を
受
け
、
小
中
一

貫
教
育
推
進
の
一
環
と
し
て
、
小

学
校
英
語
教
育
研
究
に
継
続
的
に

取
り
組
み
、毎
年
研
究
公
開
を
行
っ

て
い
ま
す
。
授
業
で
は
鹿
児
島
純

心
女
子
大
学
関
係
者
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
先
生

と
し
て
招
き
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
楽
し
い
英
語
活
動
の

創
造
に
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
読
書
活
動
の
推
進

　

保
護
者
や
大
学
生
、地
域
の
方
々

か
ら
な
る
読
書
団
体「
あ
い
あ
い
」

に
よ
る
朝
の
読
み
聞
か
せ
や
、
家

庭
で
の
読
書
な
ど
を
通
し
、
豊
か

な
心
と
読
む
力
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

③ 「
人
権
の
花
」運
動
の
推
進

　

本
年
度
、
同
運
動
の
推
進
校
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
児
童
会

の「
ひ
ま
わ
り
委
員
会
」を
中
心
に
、

花
の
栽
培
な
ど
に
取
り
組
み
、
思

い
や
り
の
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

④
郷
土
に
根
ざ
し
た
体
験
的
活
動

　

地
域
の
方
々
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
下
で
実
施
し
て
い
る
平
佐
焼

の
卒
業
制
作
、
先
人
に
学
び
未
来

を
志
向
す
る
半
成
人
式
、
伝
統
あ

る
郷
土
行
事
の
綱
引
き
な
ど
、
ふ

る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、

学
び
、
親
し
む
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

は
ば
た
け
平
佐
か
ら　

未
来
の
国
際
人

萩
はぎはら

原　了
さとる

 校長

川内

東郷

樋脇 入来

里
上甑

鹿島

下甑 祁答院

平佐西小学校

地域の方による平佐焼についての講話

※１イングリッシュタイムの全校活動

※２「人権の花」運動開校式

自主公開授業

行こうよ！図書館へ

今月は
鹿島分館からの

おすすめ !!

中央図書館　 （22）3542
樋脇分館　　 （38）0009
入来分館　　 （44）3111
東郷分館　　 （42）0053
祁答院分館　 （21）8755
里分館　　　 （3）2958
上甑分館　　 （2）0001
下甑分館　　 （7）0311
鹿島分館　　 （4）2211

− 問合先 −

毎
月 日は

子どもと一緒に
読書の日

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
読
書

に
関
心
を
持
ち
図
書
館
に
親
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
12
月
４
日（
日
）13
時
30
分
か
ら

【
所
】＝
中
央
公
民
館

【
内
容
】＝
講
演
、
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
、
お

は
な
し
ひ
ろ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
提
供

な
ど

【
入
場
料
】＝
無
料

【
問
合
先
】＝
中
央
図
書
館

■
中
央
図
書
館

【
休
館
日
】＝

▼
毎
月
第
４
木
曜
日

　
（
17
時
か
ら
21
時
は
開
館
）

▼
特
別
図
書
整
理
期
間

　
（
６
月
中
の
15
日
以
内
）

【
開
館
時
間
】＝
８
時
45
分
〜
21
時

■
各
分
館

【
休
館
日
】＝
毎
月
第
３
日
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　
　

年
末
年
始

　
　
　
　
　
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

【
開
館
時
間
】＝
９
時
〜
17
時
15
分

｢

図
書
館
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

各
図
書
館
の
休
館
日
と
開
館
時
間

※１　朝の課外活動で行っている英語を使ったレクリエーション
※２　国が、主に小学生を対象に実施している、思いやりの心を育むことを目的とした啓発運動

恐竜化石の隣で
　　　　読書はいかが？

優しいおとな
桐野�夏生　著
（中央公論新社）

天地明察
冲方�丁　著
（角川書店）

給食番長
よしなが　こうたく　作　　　　　　　�
（長崎出版）

一 般 書

　近未来の渋谷でしたたかに生き抜く
少年。彼は家族を持たず、信じること
を知らない。少年の孤独な魂はどこへ
行くのか…。

　江戸時代、｢日本独自の暦」を作る
ことに生涯を懸けた男がいた…。日
本文化を変えた大いなる計画を、個
の成長物語として重厚に描く。

　わんぱく小学校の１年２組は、好
き嫌いばかりでいつも給食を残しま
す。ついに怒った給食のおばちゃん
たちは…。給食を作る大変さと、そ
こに込められた本当の気持ちを描い
た絵本。

児 童 書

せいめいのれきし
バージニア・リー・バートン　文・絵

いしい　ももこ　訳
（岩波書店）

　壮大な歴史の上に自分が立ち、生
き物としての劇は絶えることなく続い
ていく…。銀河系の誕生から現代の
人々の生活までを描いた絵本。

恐
竜
化
石
と
触
れ
合
え
る

図
書
館
に｢

こ
ん
が
さ
ぁ
」




